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在籍している、1 年次生から 4 年次生の看護














































































生が 322（61.5％）、2 か所が 162 名（31.0％）、
3 か所以上行っている学生が 16 名（3.1％）
であった。（表 3）
３）アルバイトの労働状況









「4 ～ 5.9 時間」の学生が 233 名（44.5％）で
最も多く、長時間労働に該当する「8 時間以
上」が 52 名（10.0％）、従事する時間帯が「夜






                         n=556 
項目   ｎ ％ 
学年 1年次生 142 （25.5） 
2年次生 158 （28.4） 
3年次生 133 （23.9） 
4年次生 123 （22.1） 
自宅・下宿の区分 自宅 415 （74.6） 
下宿 141 （25.3） 
奨学金受給の有無 受給している 日本学生支援機構 173 （31.1） 
その他（貸与） 188 （33.8） 
その他（給付） 17 （3.1） 
受給していない 178 （32.0） 
アルバイト実施の有無 している
(n=523） 
1年次生 123 （22.1） 
2年次生 151 （27.2） 
3年次生 131 （23.6） 
4年次生 118 （21.2） 
していない
(n=33) 
1年次生 19 （3.4） 
2年次生 7 （1.3） 
3年次生 2 （0.4） 
4年次生 5 （0.9） 
 
表１．対象者の基本属性
        n=556   
ｎ  （％） 
アルバイトの実施 あり 523 （94.1）
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飲食（居酒屋・飲食店など） 287 （55.6） 
病院・診療所、老人ホームなど 141 （27.3） 
小売店 101 （19.6） 
家庭教師・塾講師 47 （9.1） 
接客業（ブライダルサロンなど） 27 （5.2） 
娯楽（アミューズメント関係） 17 （3.3） 
その他 42 （8.1） 
 
      数 
1か所 322 （61.5） 
2か所 162 （31.0） 
3か所 16 （3.1） 




週1回 88 （16.8） 
週２～３回 329 （62.9） 
週4回以上 51 （9.8） 
月1回 14 （2.7） 
月1回以下 23 （4.4） 
無回答 18 （3.4） 
実施時期 通年（開講期間中） 406 （77.6） 





4時間未満 47 （8.9） 
4～5.9時間 233 （44.5） 
6～7.9時間 178 （34.0） 
8～9.9時間 40 （7.7） 
10時間以上 12 （2.3） 
その他 9 （1.7） 




21時まで 116 （22.2） 
22時 136 （26.0） 
22～24時 146 （27.9） 
24時以降 90 （17.2） 




3万円未満 97 （18.5） 
3万円～5万円未満 195 （37.3） 
5万円～7万円未満 152 （29.1） 
7万円以上 69 （13.2） 




小遣い 475 （93.0） 
生活費 124 （24.3） 
学費 118 （23.1） 
社会勉強 195 （38.2） 















は、「1 ～ 5 時間 / 週」と回答した人が 284 名
（51.1％）、次いで「6 ～ 10 時間 / 週」と回答
した人が 145 名（26.1％）、11 時間以上確保
している学生は 105 名（18.9%）で、そのう
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                      n=556     
  ｎ ％ 
一週間の自主学修時間 1～5時間 284 （51.1） 
6～10時間 145 （26.1） 
11時間以上 105 （18.9） 
全くしていない 14 （2.5） 
無回答 8 （1.4） 
理解困難な科目 あ り
(n=405) 
少しある 378 （69.0） 
ほとんどがそうである 27 （4.9） 
ない 143 （26.1） 
 
表４．自主学修時間と学修困難感
                        n=556 





ｎ (％) ｎ (％) 
開講期間中、平日も含めてア
ルバイトをしている 
全学年 30 （90.9） 376 （72.0） 0.01* 
1年次生 3 （75.0） 90 （65.2） 0.57 
2年次生 10 （90.9） 104 （71.2） 0.14 
3年次生 13 （100.0） 100 （83.3） 0.11 
4年次生 4 （80.0） 82 （69.5） 0.52   
食事摂取状況が不規則である 
全学年 29 （87.9） 391 （76.4） 0.09 
1年次生 4 （100.0） 108 （80.6） 0.42 
2年次生 11 （100.0） 102 （71.3） 0.03* 
3年次生 12 （92.3） 91 （77.8） 0.19 
4年次生 2 （40.0） 90 （76.3） 0.1   
授業中も疲労感を感じる 
全学年 25 (76.8) 245 (50.7) <0.01** 
1年次生 2 （50.0） 48 （41.4） 0.56 
2年次生 10 （90.9） 81 (57.9) 0.02* 
3年次生 10 (76.9) 73 (62.4) 0.23 
4年次生 3 (60.0) 43 (39.1) 0.31   
睡眠時間が6時間未満である 
全学年 25 (75.8) 304 (63.6) 0.1 
1年次生 2 (50.0) 76 (66.7) 0.41 
2年次生 10 (90.9) 79 (57.2) 0.02* 
3年次生 9 (69.2) 80 (68.4) 0.61 
4年次生 4 (80.0) 69 (63.3) 0.4   
学修時間が         
1～5時間未満である 
全学年 18 （54.5） 298 （54.4） 0.56 
1年次生 1 （25.0） 65 （48.1） 0.34 
2年次生 8 （72.7） 103 （72.0） 0.63 
3年次生 8 （61.5） 62 （52.1） 0.36 
4年次生 1 （20.0） 50 （42.4） 0.3   
学修困難感がある 
全学年 24 （72.7） 381 （74.0） 0.50 
1年次生 4 （100.0） 109 （80.7） 0.43 
2年次生 6 （54.5） 119 （83.2） 0.03* 
3年次生 9 （69.2） 90 （75.6） 0.41 
4年次生 5 （100.0） 63 （53.4） 0.04* 
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